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マウスの腫瘍形成に対する味噌および味噌成分の抑制効果
曽根英行1）、川村堅2）、鈴木裕行3）、石原和夫1）
【背景・目的】
　我々は、味噌成分のリノール酸エチルやリノレン酸エ
チル等の脂肪酸エチルエステルが焼肉や焼魚の焦げの害
を抑制する抗変異原性を有することを報告しだ。
　一方、アミノ酸のトリプトファンの加熱分解物である
Trp－p－1やTrp－p－2は、強い変異原性を有することが知ら
れている。これら変異原物質は生体内での解毒機構やト
リプトファン代謝の観点から、肝臓へ移行し代謝される
ものと考えられる。このことから、これらTrp－p類を投
与したマウスでは、肝細胞は損傷を受け、肝障害や肝臓
がんに侵されることが推察される。
　本研究では、マウスを用いた動物実験により、生味噌、
焼き味噌および味噌成分の脂肪酸エチルエステル混合物
によるTrp－p－2の肝臓での肝障害や腫瘍形成に対する抑
制効果について検討した。
僕験方法】
　実験動物には、肝臓がん発生率の高い系統である
C3H／HeJJc1マウス♂6週齢を用いた。
　正常食（Trp・p－2非投与群、　Trp－p－2投与対照群）、10％
味噌添加食（生味噌群、焼き味噌群）および味1聴中での
組成割合に基づく脂肪酸エチルエステル混合物添加食
（エステル群）を与え42日間飼育し、変異原物質である
Trp－p－2暴露（隔日毎に経口投与）による肝臓での肝障害・
腫瘍形成に対する抑制効果について検討した。
　体重および摂食量を隔日ごとに測定し、実験飼育42日
目に採血および解剖をおこな6た。血液生化学的分析と
して、アルブミン濃度、ALT活性、γ一GT活性を測定し
た。さらに肝組織切片にHE染色を施し、組織学的解析
を行なった。
【結果・考察】
　Trp・p－2非投与群に対しTrp・p－2投与群では、実験開始
20日目以降摂食量は減少し、体重、肝重量の低下が観察
された。Trp－p－2投与群問では、焼き味噌群で他の3群
に対し若干の体重減少を認めたが、摂食量、体重、肝重
量に有意な差は認められなかった。
　しかし、血液生化学的分析では、肝障害の程度の指標
として利用されるALT活性が、　Trp－p－2非投与群と比較
してTrp－p－2対照群、エステル群で上昇していたのに対
し、生味噌群、焼き味噌群では変化を認めなかった。
　肝臓の組織学的解析では、Trp－p－2対照群、エステル
群では、肝障害性出血斑が認められ、さらに肝細胞の壊
死と空胞変性が散見されたのに対し、生味噌群、焼き味
噌群では大きな変化は認められなかった。
　以上の結果から、生味噌、焼き味噌は、変異原物質に
より誘発される肝障害をある程度抑制する効果をもつこ
とが示唆された。また、Trprp－2対照群とエステル群で
の結果に差異が認められなかったことから、味ll曽申のエ
ステル以外の成分が主として細胞毒性の減弱に関与して
いるものと考えられる。
　そして、味噌には、肝障害を抑制することで肝腫瘍形
成への進展を予防・遅延させる効果が期待できる。
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実験方法
1．Trp・p－2非投与群（n・5｝：基礎食餌
2．Trp－p－2投与群（対照）〔n・6＞：Trp・p・2投与、基礎食餌
3．生味噌群（n－5）：Trp・p－2投与、基礎食餌、10％生味噌
4．焼味噌群（n・5）：Trp・P－2投与、基礎食th．10％焼味噌
5．エステル群Cn・5）；Trp・p・2投与、基礎食餌、脂肪酸エチル
30mg／kg　B．W．、2日に1度、経口投与
暉　、
　　測定項目
1．摂餌量
2．体璽
3．肝亜量
4．肝機能（血清分析）
　（1）アルブミン：濃度低下は肝疾患、栄費失調
　（2＞ALT（GTP）：濃度上昇は肝細胞の破損
　（3）y」GT（γ・GTP）：活性上昇は肝障害
5．組織学的解析
　（1）肝障害性出血斑
　（2）ヘマトキシン・エオジン〔HE）染色
　　　一肝組織の壊死、空胞変性一
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